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１． はじめに 

実 PC 橋梁において，塩害による腐食等で橋梁の内

部の鋼材が破断している事例が報告されている．PC

鋼材の破断は，構造物の安全性に大きな影響を及ぼ

す．従って，塩害によって劣化した PC 橋の維持管

理をするうえで定期的に橋梁内部の鋼材破断の有無

の検査を実施し，破断の位置を確認する必要がある．

PC 鋼材の破断の有無を探索する方法として非破壊

検査法がいくつか開発されている．本研究は，漏洩

磁束法による非破壊検査を実施して，破断した PC

鋼材を有する PC 梁に対し破断位置をどの程度精度

よく特定できるかを明らかにすることを目的とした

ものである．  

 

２． 漏洩磁束法の概略 

 外部から鋼材を着磁することでその両端が S 極と

N 極になる．鋼材が破断している場合，破断箇所の

左右で S 極と N 極が現れ，磁束密度の変化が生じ，

図-1 に示すように磁束密度は破断箇所で変化する．

これにより鋼材の破断の有無を確認することが出来

る． 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

３．実験概要 

(1) 実験に用いた供試体 

図－２に実験に用いた供試体の形状寸法を示す．

各供試体には３本のＰＣ鋼材(SWPD1Lφ7)を配置

し（左から P1，P2，P3 とする），プレストレスを

導入後，グラウト注入を行い，グラウトが所定強度

に達した後，側面よりコアボーリングを穿孔し，Ｐ

Ｃ鋼材を切断した．図－２に供試体図を，表－１に

各供試体毎にＰＣ鋼材の切断位置と本数を示す． 
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図-1 漏洩磁束法による診断原理 

 

○：PC 鋼材切断位置 

図-2 供試体の形状寸法 
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(2) PC 鋼材着磁・磁束密度計測方法 

 破断した PC 鋼材を有する PC 梁を用いて，各ケー

スの PC 鋼材の破断確認を行った．供試体を上下逆さ

にし，上面(桁下面)のコンクリート表面上で専用の磁

石ユニットを使用し，PC 鋼材上を鋼材長手方向に 1

往復し，PC 鋼材の着磁を行い，その後，磁気計測ユ

ニットを使用し，着磁した鋼材真上のコンクリート

表面で鋼材ごとに長手方向に動かし，コンクリート

表面の磁束密度を測定した． 

 

４． 実験結果  

図－３は Case5（P1 鋼材を２カ所で切断，P3 は切

断せず）について，P1と P3 の破断位置における磁束

密度を示したものである．図から分かるように，P1

の磁束密度は２カ所の破断位置で顕著に変化してお

り，破断が確認できる．図－４はＰＣ鋼材破断前に

着磁したもの(Case3)と破断後に着磁したもの

(Case4)を比較したものである．破断前に着磁した場

合においても，磁束密度は変化し，破断の位置が確

認できた．このことから破断前の着磁の有効性が明

らかになったが，健全な鋼材への着磁後の経年によ

る磁束密度の変化が予想されるため，今後の検証が

必要である． 

 

５．まとめ 

 破断した PC 鋼材を有する PC 梁に対して，漏洩磁

束法による非破壊検査を実施し，PC 鋼材の破断箇所

をどの程度精度よく特定できるかを明らかにした．

本研究の範囲内から以下のことが明らかとなった． 

１）漏洩磁束法によって，ＰＣ鋼材の破断の有無と

位置が判定できることが明らかになった． 

 

２）破断前に着磁した場合においても，破断位置を

特定できることが明らかとなった．今後はかぶりの

大小による影響や破断量（ＰＣ鋼より線で一部が破

断した場合）を検査できるかどうかを検討していく

予定である． 
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図-3 Case5( P-1,P-3 比較) 

 

 
図 4 Case3 と Case4 の計測結果の比較 

 

表-1 各供試体の実験要因 

Case 切断本数 切断位置 着磁のタイミング 

Case1 1 本(P1) 中央 鋼材切断後 

Case2 2 本(P1,P3) 中央 鋼材切断後 

Case3 2 本(P1,P3) それぞれ中央から 500mm の位置で片側 1 箇所 鋼材切断前 

Case4 2 本(P1,P3) それぞれ中央から 500mm の位置で片側 1 箇所 鋼材切断後 

Case5 1 本（P1 にて 2 箇所） 1 本で中央から 500mm の位置で両側 2 箇所 鋼材切断後 
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